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立地条件

対象地区

面 積

コンセプト

施設構成

集客商圏

幹線道路

土地利用

周辺環境

施設面積

駐車規模

土 地

建設投資

施設所有

集客人数

売 上 高

工 程

札幌～千歳の中間位置、石狩新港・苫小牧港ともに30～40km圏

北広島市輪厚地区、パーキングエリアを含む

100ha以上（第1次プラン80ha）

新機軸（APM）事業を中心とした複合集客拠点による地域の再生

民活パーキングエリア、オートパワーモール（APM）、

広域ショッピングセンター（SRSC ）、

都市近郊型新農業モデルファーム（MF ）

札幌広域圏250万人以上

国道36号線、高速道央道、（羊ヶ丘通り延長）

市街化区域隣接の市街化調整区域

なだらかな田園地帯、有名ゴルフ場集積地

約 19万・

4，000台～5，000台

借地権を前提、一部買い取り

300億円程度

プロジェクト会社

約1,000万人／年

約600～800億円／年

2004年度（F/ Sチーム、事前協議開始） 2005年度（プロジェクトチーム）

2006年度（プロジェクト会社、開発申請） 2007年度（開発許認可～施工）

2008年度（施工～） 2009年度（オープン）



位 置 図 (北海道 北広島市）
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航空写真
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開発の基本方針とコンセプト
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基盤整備の基本的な考え方
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■ 輪葉川の暗渠化

河川基準に基づき、トンネル河川施設として整備計画

■ 雨水排水

施設配置計画を踏まえ、雨水流出増抑制を図る調整池を計画

■ 汚水排水

輪厚中の沢線、広島輪厚線の配水管から接続給水

１．高速道路との連結による一体化

・輪厚ＰＡのスマートＩＣ化とオーバーブリッジにより上下線アク
セスを容易とし、市道広島輪厚線の連絡、羊ヶ丘通との接続
するアプローチ道路として計画

・料金ブースから一般道までの区間を供用時、北広島市に

帰属予定

２．羊ヶ丘通

・当該計画地までは、2009 年の施設供用に合わせて延伸整

備を期待

３．市道広島輪厚線

・高速道路のスマートＩＣ化により、交通需要の拡大が見込ま
れることや大規模複合店舗施設へのアクセス、南側地区の
将来動向を踏まえ、これらに起因する交通環境の向上を図
るため、４車線化とする街路整備を期待

４．市道輪厚中央線

・西部小学校建設に伴い、住宅地として熟度が高まることが予
想され、既都市計画道路としての整備促進を期待。

・計画地側は、緩衝緑帯として整備し、当該施設出入口の

設置しない計画

５．市道輪厚1 号支線、市道高速西1 号・東2 号線

・ 市道輪厚1 号支線を市道輪厚中の沢線に接続・切替えし

計画地区へのサービス道路として整備

・市道高速西1 号・東2 号線の一部を廃道し、PA に付帯

する施設への動線はIC アプローチ道路によって機能転換

交通量予測の検討

今後、高速道路の出入り利用、大規模複合店舗施設に対す

る交通環境の変化に伴う交通ネットワークの予測調査を実

施する。

・当該計画に起因する自動車交通量の予測

・商圏設定、周辺道路網を考慮した方向別比率の検討

・自動車交通量予測に基づいた交差点での飽和度解析、交

通処理対策の検討



ゾーニングと施設配置概念図
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施設構成イメージ



ライフスタイルモールの構成－１（ライフスタイルショップ）
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●カテゴリー別展示/価格表示
●スポーツ/アウトドアショップ

●カーライフショップ

●ホームライフショップ/ワンセットのモデル展示デモ

(マイホーム、インテリア、エクステリア、ファニチャー、DIY)

●キッチンリビングスタジオ

○○○ライブキッチン

○○○リビング (コディネート商品)

①著名人によるライフスタイル展示、ライブ

スタジオからの情報発信を行いまず。

・コーディネート商品によるホームライフの

展示、実演

②ショップ毎の販売形式から発展して、ライフ

スタイル別に関連するプロショップの商品を

展示販売します。

③ライフスタイルのプロとの交流会、相談デスク

の設置をします。

・車とスポーツ用品の一体展示

・車とアウトドア用品の一体展示

・キッチン＆リビングのホームライフの実演

④力ーライフ

スポーツ・アウトドア

ホームライフ・キッチン＆リビング

ホビー



ＡＰＭの構成
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●全てのメーカーの新車が一堂に！ ●カテゴリー別展示／価格表示 ●イベントホール／テーマ別イベントが

毎週のようるこ開かれる

●たくさんのカーライフショップ ●スマートＩＣ ●ピット「整備工場」

①ショッピングセンターの中で車を買えます。

○新車展示販売

○中古車展示販売

・メーカー横断型カテゴリー展示

・メーカー直営別展示

・ディーラー別展示

（SPCによる全体マネージメント)

②適正な価格表示による比較購買が可能です。

③専門家による情報発信、説明を受けることが出来ます。

④メンテナンスネットワークによるサービスが可能です。

⑤車の展示などのテーマパーク、クラシックカー

展示による演出を行います。

⑥展示場と直結するビット（整備工場）のスピーディーな

加工修理により、お買い物中に車の引渡しが行えます。

⑦日本最大規模のカーライフショップでカーライフに

関するあらゆる相談、販売が受けられます。

⑧高速道路と直結することで、高速道路でのトライアル

（試乗）とアクセスが可能になります。

⑨ＳＰＣを中心としてメーカー協力により仕入･直販・

ディーラー販売などのカーネットワークを構築します。

⑩子供達のための工場ライン見学が可能です。



ＡＰＭの概念
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ＡＰＭのイメージ
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アミューズメントモールの構成
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●温浴

●バーチヤルパーク

●親水公園 ●ステージショー ●飲食

①センターモール（せせらぎの再生）を中心に、

施設全体が遊園地になります。

②集客施設として、北海道の四季を楽しみながら、

健康・温浴ゾーンとアミューズメントを融合します。

③「車」がキーワードのアミューズメント・バーチャル

パークを実現しまず。

④センターモールを、子供達が四季を通じて自然と

接しながら遊べる場とします。

⑤「車」と一体となったアミューズイベントを

開催します。

⑥センターモールを中心に各ゾーンを結び、

飲食ネットワークをつくります。

⑦遊園地全体（温浴・アミューズメント）を一括

マネージメントできる企業を誘致します。



ライフスタイルモールの構成－２ （ ＨＯＫＫＡＩＤＯ ブランド ）

Ｗ・ＰＡＣプロジェクト 基本計画－１ 施設計画の基本的な考え方 13

●ほんとうの味を知る
試飲・飲食を楽しむ

●農産物

●海鮮 ●加工品

①北海道の名品を展示販売します。

②試飲・試食を存分に味わうことで、本当の良
さを知っていただく。

③品質保証をするためのＨ.Ｂ.マークの採用、
ＩＣチップで安全性を表示します。

④北海道の生鮮品だけでなく、加工品として
のミルク、アイスクリーム、チーズ、 ワインな
どもすべてそろいます。

⑤北広島産ブランドとして、ファーマーズ
マーケットから仕入れた生花の販売、 野
菜・果物を試食・試飲できます。

⑥北海道の生鮮品を使用した有名ブランド、
ホテルブランドの商品販売。

ブランドショップ

ライブショップ
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プロジェクトの仕組みと体制
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プロジェクト及び支援措置のスケジュール
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